













ている（表 1）。さらに，主として「活用」を問うものとされる国語 B の意見や説明等の自由記述
問題において，表 2 に示すように，小学生も正答率が低く，また無解答率が高いことが示されている。
表 1　小学校・中学校国語 Bの領域別の正答率（平成 25，平成 26年）
中学校：国語 B 正答率（％）















─  相互推敲による「書き直す力」の育成  ─
Elementary school“Writing“education issues and future





表 2　国語 B「書くこと」過去 3年間（2007-2009）の中で，課題が見られた調査問題（小学校）
年度 設問の概要 正答率（％） 無解答率（％） 問題形式
21 報告文を読み，メモの中に調べた内容の 1つめに書く 11.5 20.7 短答式
21 報告文のまとめとして，調べてわかったことを書く 17.8 12.5 記述式




20 2つの意見文を比べて読み，文章の組み立てとして適切な内容を選択する 1 35.9 14.8 選択式
20 「図書館だより」の内容を案内状に書き換える（行事の内容）1 41.5 11.0 短答式
20 「わるいこと」という場面の様子を捉え，おかあさんぐまの心情を書く 45.3 22.5 記述式
19 古紙の再利用が重要な課題となってきた理由を書く 45.7 4.0 記述式
19 古紙を回収に出すときに守ることを新聞に書く 49.4 11.4 短答式
20 2つの意見を比べて読み，文章の組み立てとして適切な内容を選択する 2 59.7 12.6 短答式
20 インタビューの仕方や内容について評価した理由を書く 69.6 11.4 記述式
（「文部科学省　国立教育政策研究所　2012」の調査結果より，筆者が抽出）
































・話すこと・聞くことの指導   95.1％
・書くこと（作文）の指導   79.1％
・読むこと（読解・読書）の指導
文学的文章の指導    85.5％
説明的文章の指導    91.1％





・話すこと・聞くことの指導   58.3％
・書くこと（作文）の指導   48.2％
・読むこと（読解・読書）の指導  80.8％
・言語事項の指導     74.0％
















































































































2-1-1　「書くこと」の教材（教科書）分析―光村図書　昭和 61 から平成 17 年　1 年から 6 年―
清道（2013）は，光村図書発行の小学一年生から六年生までの教科書で，昭和 61 年（1986）度版，




























2 つ目は，「読み手を意識して書くための具体的活動が示されていないこと」である。平成 10 年
版の学習指導要領には，「相手意識」「目的意識」が指導事項として新設され，それに連動し，平成






























―光村図書，東京書籍，教育出版　平成 17 年度と平成 23 年度　1 年生から 6 年生―
その後の平成 23 年度版（平成 23 年度～平成 26 年度）教科書では，この 3 つの課題は克服され



































































































































































































































































? ? ? ? × ? × × × ? ? × × ? ? × × ? ? ? × ?? ? × ×
? ? × × × ? ? ? × ? ? ? × ? ? × × ? ? ? × ?? ? × ×
注 1）上段は，平成 23年度版　東京書籍「わたしの考えたこと」（4年上），
          下段は，平成 27年度版　東京書籍「わたしの考えたこと」（4年上）
注 2）△：読み手，目的が抽象的，●：推敲における修正例を示している
【解説文，モデル文】の検討
平成 23 年度版も平成 27 年度版も共に「わたしの考えたこと」という単元である。平成 23 年度
版は，全 7 ページ，①題材をさがそう，②文章の組み立てを考えよう，③自分の考えを文章に書こ
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